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CODAについて① 

• 名称： 
 一般社団法人コンテンツ海外流通促進機構 
 （Content Overseas Distribution Association、略称CODA） 
 
• 目的： 
  音楽、映画、アニメ、放送番組、ゲームなど日本コンテンツ産業の海外展

開を促進すること、並びにコンテンツ産業が一致協力し、海外における海
賊版対策を講じることを目的とする。 

 
• 沿革： 
 2002年8月 経済産業省・文化庁の呼びかけにより任意団体として設立 
 2009年4月 一般社団法人格取得 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CODA概要の説明
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CODAについて② 

• 会員：（2012年1月1日現在） 
 企業会員 29社 
 ■音楽  6社 
 (株)EMIミュージック・ジャパン／エイベックス・グループ・ホールディングス(株)／キングレコード(株)／ 
 (株)ソニー・ミュージックエンタテインメント／(株)ポニーキャニオン／ユニバーサル ミュージック合同会社 
 ■映画  4社 
 松竹(株)／東宝(株)／東映(株)／日活(株) 
 ■アニメーション  11社 
 (株)アニプレックス／(株)サンライズ／(株)スタジオジブリ／(株)手塚プロダクション／東映アニメーション 
 (株)／(株)日本アドシステムズ／日本アニメーション(株)／バンダイビジュアル(株)／(株)ぴえろ 
   ／ (株)小学館集英社プロダクション／ (株)トムス・エンタテインメント 
 ■出版  1社 
 (株)角川書店 
 ■放送番組  7社 
 (株)NHKエンタープライズ／(株)TBSテレビ／日本テレビ放送網(株)／日本放送協会（NHK）／(株)フジ

テレビジョン／讀賣テレビ放送(株)／ (株)ＷＯＷＯＷ 
   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CODA概要の説明
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CODAについて③ 

• 会員：（2012年1月1日現在） 
 

 団体会員 11団体 
 一般社団法人日本音楽制作者連盟／一般社団法人コンピュータエンターテインメント協会／社団法人コ

ンピュータソフトウェア著作権協会／財団法人デジタルコンテンツ協会／一般社団法人日本映画製作者
連盟／一般社団法人日本映像ソフト協会／社団法人日本音楽事業者協会／一般社団法人日本動画協
会／社団法人日本民間放送連盟／一般社団法人日本レコード協会／不正商品対策協議会 

 

 賛助会員 6社・団体 
 (株)テレビ朝日／(株)テレビ東京／ (株)バンダイチャンネル／一般社団法人日本音楽出版社協会／協

同組合日本映画製作者協会／社団法人日本雑誌協会 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CODA概要の説明
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侵害対策関連事業 

１．侵害対策： 
 CJマーク事業（共同エンフォースメント） 
 違法配信対策 
２．取締機関との連携： 
  トレーニングセミナーの実施 
  中国・国家版権局などアジア各国・地域の取締機関への要請と関係構築 
３．国内外の政府機関や関連団体との連携： 
 文化庁、経済産業省、外務省、総務省 
 MPA (米国映画協会）、IFPI(国際レコード産業連盟） など 
４．啓発活動： 
 一般消費者向けイベントの開催 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
侵害対策関連事業の全体像を説明。次のページから各事業の詳細を説明。
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侵害対策 
～CJマーク事業～ 

出願分類 

  9類  CD、DVD、ゲームソフト 
16類  出版物 
28類  玩具 
41類  インターネットオンラインによる電子出版物・映像・画像等の提供 

登録国・地域 
日本、米国、欧州、中国、香港、台湾、韓国 

CJマーク 

日本コンテンツのパッケージや映像内に付するマーク。 
CODAの団体商標として登録されている国・地域では、海賊版に
対してCODA商標権を行使することで一括訴追することが可能。 

実績 
2008年2月20日、香港税関は、CJマーク商標権侵害の疑いで香港に所在する3店
舗を摘発し、海賊版1万本を押収するとともに3名を逮捕した。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フィジカル（海賊版）対策の説明①　CJマーク説明
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侵害対策 
～共同エンフォースメントの成果①～ 

★合計 
・取締： 11,945件 
・逮捕者： 3,320名 
・押収ＤＶＤ等： 6,212,495枚 

●香港 
・取締： 1,171件 
・逮捕者： 1,110名 
・押収ＤＶＤ等： 1,536,667枚 

●中国 
・取締： 8,824件 
・逮捕者： 294名 
・押収ＤＶＤ等： 3,716,994枚 

●台湾 
・取締： 1,950件 
・逮捕者： 1,916名 
・押収ＤＶＤ等： 958,834枚 

【２００５年１月～２０１１年３月までの累計実績】 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フィジカル（海賊版）対策の説明②　2011年度までの累計
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取締機関との連携 
～トレーニングセミナー～ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
取締機関との連携①
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侵害対策 
～違法配信対策～ 

• 違法投稿動画への対応要請通知 
 2009年度より、動画投稿などのUGC（User Generated 

Content・ユーザー生成コンテンツ）サイト対策として、権利者

との協力の下で、無許諾でアップロードされた日本コンテンツ
の対応を求める通知を、中国、韓国などの動画投稿サイト運
営者に送付。 

 また、直接現地に赴き、サイト運営者側と適切な権利保護に
関する交渉を複数会実施。 

      
  対象サイト：56.com／ku6／tudou／youku／Pandora.TV 

 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オンライン対策の説明②　現在実施している事業
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侵害対策 
～違法配信対策～ 

      ■著作権侵害による動画削除申請URL数 
        ・2010年9月から2011年6月までの累計 
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侵害対策 
～違法配信対策～ 

■削除申請後の削除率 
・2010年9月～2011年6月 
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侵害対策 
～違法配信対策～ 

• コンテンツ認識技術の調査 
 無許諾でアップロードされたコンテンツを確認

・認識するため、フィンガープリント技術など
の実効性の検証を実施。 

 また、これらの技術を導入した、動画投稿サ

イトなどの自動監視スキームの構築にも取り
組んでいる。 
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自動監視・削除要請 
システム 

監視業務依頼 
照合用映像データ 

照合結果レポート 
動画投稿サイト 

削除要請送付 

権利者 

削除要請通知依頼 

海賊版動画 
クローリング 

通知転送 
窓口 

自動監視 
システム 

海賊版動画 
照合システム 

確認 

調査 

侵害対策 
～違法配信対策～ 
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侵害対策 

～違法配信対策～ 
 

８／２ 中国商務部、日本国経済産業省・文化庁の立会いのもと、中国4大 
ＵＧＣサイトとの間で、ＵＧＣサイト違法アップロード正常化に関する覚書を 
締結 
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2011年度ネット侵害実証実験 

（１）実証実験について 
 2011年度実証実験 参加者一覧（24社・団体）  
 ㈱ぴえろ、㈱スタジオジブリ、㈱日本アドシステムズ、東映ア

ニメーション㈱、日本アニメーション㈱、㈱サンライズ、バンダ
イビジュアル㈱、㈱小学館集英社プロダクション、㈱角川書
店、東宝㈱、東映㈱、松竹㈱、讀賣テレビ放送㈱、㈱TBSテ
レビ、㈱テレビ東京、日本テレビ放送網㈱、㈱テレビ朝日、㈱
フジテレビジョン、日本放送協会（NHK）、㈱NHKエンタープ

ライズ、㈱ポニーキャニオン、エイベックス・グループ・ホール
ディングス㈱、一般社団法人日本レコード協会、㈱バンダイ
チャンネル 、㈱トムス・エンターテインメント 
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2011年度ネット侵害実証実験 

対応サイト 
 ＊中国 
   動画：ｙｏｕｋｕ、ｔｕｄｏｕ、56、ku6、6.cn、pptv、LeTV 
   書籍：sina、pcgames（限定対応） 
 ＊韓国 
   Pandora 
 ＊台湾 
   wertch 
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啓発活動 
～一般消費者向けイベントの開催～ 

2010年3月、中国・北京市の繁華街「王府井」で、2011年3月には上海（浦東）で現地
業界団体と共催した一般消費者向け著作権啓発イベントを実施 
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国内 
海外 

 経済産業省   文化庁  

CODA 

M PA 
 (米国映画協会） 

内閣官房知的財産戦略 
推進事務局  外務省  

海外政府機関 
海外業界団体・ 

コンテンツホルダー 

業界団体・ 
コンテンツホルダー 
（CODA会員など） 

IFPI 
(国際レコード産業連盟） 

国内外の政府機関や 
関連団体との連携 
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ご清聴ありがとうございました 


